
今
年
も
い
よ
い
よ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
急
性
ウ
ィ
ル
ス
性
疾
患
で
す
。
例

年
十
一
月
頃
よ
り
徐
々
に
患
者
が
増
え

始
め
一
月
頃
に
ピ
ー
ク
に
達
し
四
月
頃

に
収
束
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
病
原
体
を
含

む
飛
沫
を
吸
入
す
る
飛
沫
感
染
と
、
手

指
に
付
着
し
た
病
原
体
を
食
事
な
ど
で

取
り
込
む
接
触
感
染
等
に
よ
り
感
染
し

ま
す
。

感
染
し
発
症
す
る
と
急
激
な
高
熱
、

悪
感
、
関
節
痛
、
全
身
倦
怠
感
な
ど
強

い
全
身
症
状
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴

で
す
。

治
療
薬
と
し
て
は
、
二
○
○
一
年
に

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
薬
と
し

て
発
売
さ
れ
た
ノ
イ
ラ
ミ
ニ
ダ
ー
ゼ
阻

害
薬
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ノ
イ
ラ
ミ
ニ
ダ
ー
ゼ
阻
害
薬
は
細
胞

内
で
増
殖
し
た
ウ
ィ
ル
ス
の
放
出
を
抑

制
さ
せ
る
お
薬
で
現
在
は

・
オ
セ
ル
タ
ミ
ビ
ル
塩
酸
塩

（
タ
ミ
フ
ル
他
）

一
日
二
回

五
日
間

内
服

・
ザ
ナ
ミ
ビ
ル
水
和
物

（
リ
レ
ン
ザ
）

一
日
二
回

五
日
間

吸
入

・
ラ
ニ
ナ
ミ
ビ
ル
オ
ク
タ
ン
酸
エ
ス
テ

ル
水
和
物
（
イ
ナ
ビ
ル
）

一
日
一
回

単
回
吸
入

・
ペ
ラ
ミ
ビ
ル
水
和
（
ラ
ピ
ア
ク
タ
）

一
日
一
回

単
回
点
滴

等
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
三
十
年
三
月
に
は
違
う

作
用
機
序
の
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ

ル
ス
薬
が
発
売
に
な
り
ま
し
た
。

・
バ
ロ
キ
サ
ビ
ル
マ
ル
ボ
キ
シ
ル
製
剤

（
ゾ
フ
ル
ー
ザ
）

一
日
一
回

単
回
内
服

こ
の
お
薬
は
ウ
ィ
ル
ス
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ

の
合
成
を
阻
害
し
増
殖
抑
制
作
用
を
発

揮
し
ま
す
。

経
口
投
与
、
吸
入
、
点
滴
な
ど
投
与

経
路
（
剤
形
）
が
違
っ
た
り
、
一
回
だ

け
の
投
与
、
ま
た
五
日
間
の
投
与
な
ど

使
用
法
が
異
な
る
の
で
年
齢
や
個
人
の

状
態
に
合
わ
せ
て
薬
剤
を
選
択
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
は
感
染

か
ら
発
症
ま
で
の
潜
伏
期
間
は
二
四
～

四
八
時
間
と
短
く
、
症
状
発
現
後
四
八

時
間
以
内
に
増
殖
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る

こ
と
か
ら
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル

ス
薬
は
四
八
時
間
以
内
に
投
与
を
開
始

し
た
方
が
効
果
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル

ス
薬
の
服
用
の
有
無
又
は
種
類
に
か
か

わ
ら
ず
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患
時
に
は

異
常
行
動
を
発
現
し
た
例
も
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
医
師
、
薬
剤
師
の
指
導

を
守
っ
て
治
療
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
解
熱
剤
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
製
剤
（
カ
ロ
ナ
ー

ル
他
）
が
安
全
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
医
師
の
指
示
に
よ
る
薬
剤
以
外
、

例
え
ば
家
に
あ
る
解
熱
剤
を
使
う
時
は
、

自
己
判
断
せ
ず
に
医
師
や
薬
剤
師
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
薬
に

よ
り
早
期
に
症
状
が
軽
減
し
た
り
、
罹

患
期
間
の
短
縮
が
見
ら
れ
る
様
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
熱
が
下
が
っ
て
も

体
内
の
ウ
ィ
ル
ス
が
す
ぐ
に
い
な
く
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

症
状
が
改
善
し
た
か
ら
と
言
っ
て
お

薬
の
服
用
を
途
中
で
や
め
る
こ
と
で
体

内
に
残
っ
て
い
る
ウ
ィ
ル
ス
が
周
り
の

人
に
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
耐
性

ウ
ィ
ル
ス
の
発
生
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

学
校
保
健
安
全
法
で
幼
児
・
児
童
・

生
徒
・
学
生
は
発
症
後
五
日
を
経
過
か

つ
解
熱
後
が
二
日
（
幼
児
は
三
日
）
を

経
過
す
る
ま
で
出
席
停
止
と
な
っ
て
い

ま
す
。

大
人
の
方
も
熱
が
下
が
っ
た
後
も
最

低
二
日
間
は
自
宅
で
療
養
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
罹
患
率
の
低
下
、
重
症
化
の

回
避
の
為
に
も
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の
摂

種
、
手
洗
い
、
う
が
い
、
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
は
有
効
で
す
。
日
々
の
予
防
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

（
金
田

右
季
）
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昨
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
が
続
き
、

全
国
各
地
で
、
熱
中
症
と
思
わ
れ
る
方

が
多
数
救
急
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

熱
中
症
と
は
、
高
温
環
境
下
で
生

じ
る
健
康
障
害
の
総
称
で
す
。

体
内
の
水
分
や
塩
分
な
ど
の
欠
乏
に

よ
り
、
体
温
調
節
が
働
か
な
く
な
り
、

体
温
上
昇
、
め
ま
い
、
体
の
だ
る
さ
、

け
い
れ
ん
や
意
識
障
害
な
ど
の
症
状
が

起
こ
り
ま
す
。

『
熱
中
症
の
分
類
と
病
態
』

重
症
度
に
応
じ
て
Ⅰ
度
か
ら
Ⅲ
度
ま

で
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
の
六
○
％
は
Ⅰ
度
で
す
。
体

温
が
上
昇
す
る
の
は
Ⅱ
度
以
上
で
症
状

が
重
篤
に
な
り
ま
す
。
体
温
が
上
昇
し

な
い
Ⅰ
度
の
段
階
で
対
処
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

【
Ⅰ
度
の
対
処
法
】

涼
し
い
と
こ
ろ
に

移
動
し
、
安
静
に
し

て
身
体
を
冷
や
す
。

水
分
・
塩
分
を
補
給

し
ま
す
。
（
経
口
補

水
液
）

【
Ⅱ
度
の
対
処
法
】

Ⅰ
度
の
対
応
を
続
け
、
誰
か
が
見
守

り
、
症
状
が
改
善
し
な
け
れ
ば
病
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
Ⅲ
度
の
対
処
法
】

Ⅰ
度
、
Ⅱ
度
の
対
応
を
し
な
が
ら
、

す
ぐ
に
救
急
車
を

呼
び
病
院
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

『
熱
中
症
の
予
防
』

【
こ
ま
め
に
水
分
補
給
し
て
く
だ
さ
い
】

室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、
の
ど
の

渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水

分
・
塩
分
、
経
口
補
水
液
な
ど
を
補
給

し
ま
し
ょ
う
。

【
暑
さ
を
避
け
て
く
だ
さ
い
】

で
き
る
だ
け
風
通
し
の
よ
い
日
陰
な

ど
、
涼
し
い
場
所
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う

【
服
装
に
も
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
】

吸
水
性
に
優
れ
た
素
材
を
選
び
、
白

色
系
の
素
材
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

襟
元
は
な
る
べ
く
緩
め
て
通
気
し
ま
し
ょ

う
。

『
水
分
補
給
に
つ
い
て
』

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
か
ら
補
給

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
汗
を
か
く
こ

と
に
よ
り
、
水
分
と
塩
分
が
失
わ
れ
て

脱
水
状
態
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
補
う

た
め
に
水
だ
け
を
飲
む
と
身
体
の
塩
分

が
薄
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
脱
水
状
態

の
時
は
、
水
分
だ
け
で
な
く
塩
分
も
摂

取
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

〈
経
口
補
水
液
〉

経
口
補
水
液
と
は
、
水
と
塩
分
を

速
や
か
に
吸
収
・
補
給
で
き
る
よ
う
、

塩
分
と
糖
分
の
量
を
調
整
し
た
飲
料
で

す
。脱

水
症
状
や
下
痢
の
場
合
、
大
腸
で

水
分
吸
収
な
ど
が
で
き
ず
、
さ
ら
に
イ

オ
ン
の
流
出
も
起
こ
る
こ
と
が
多
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
小
腸

で
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
と
ブ
ド
ウ
糖
が

吸
収
さ
れ
る
際
、
こ
れ
に
伴
っ
て
水
も

吸
収
さ
れ
る
仕
組
み
が
発
見
さ
れ
、
糖

と
食
塩
を
同
時
に
与
え
れ
ば
、
通
常
の

水
分
吸
収
を
担
う
大
腸
で
は
な
く
、
小

腸
か
ら
水
分
と
栄
養
分
を
補
給
で
き
る

こ
と
が
分
か
り
、
こ
れ
が
経
口
補
水
液

の
発
明
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

経
口
補
水
液
は
、
コ
レ
ラ
な
ど
の
脱

水
症
状
に
対
し
て
、
ま
わ
り
の
人
が
ス

プ
ー
ン
な
ど
で
与
え
る
だ
け
で
特
効
薬

的
に
救
命
効
果
が
あ
り
、
発
展
途
上
国

な
ど
で
急
速
に
普
及
し
ま
し
た
。

〈
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
と
の
違
い
〉

一
般
的
に
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
、
経

口
補
水
液
よ
り
も
電
解
質
濃
度
が
低
く
、

糖
質
濃
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
通

常
の
水
分
補
給
で
あ
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
で
も
十
分
で
す
が
、
下
痢
や

嘔
吐
、
発
熱
、
激
し
い
発
汗
な
ど
の
脱

水
状
態
で
は
、
経
口
補
水
液
の
方
が
適

し
て
い
ま
す
。

熱
中
症
や
下
痢
・
嘔
吐
で
水
分
と
塩

分
が
失
わ
れ
た
場
合
、
速
や
か
に
経
口

保
水
液
等
で
水
分
・
塩
分
を
補
給
し
て
、

重
症
化
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
金
本

哲
二
）
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熱
中
症
と
経
口
補
水
液

Ⅲ
度

Ⅱ
度

Ⅰ
度

意
識
障
害
、
け
い
れ
ん
、
運
動

障
害
が
起
こ
る
。

頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
。
体
の

だ
る
さ
（
倦
怠
感
・
虚
脱
感
）

が
出
現
。

め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
が
あ
る
。

筋
肉
痛
や
こ
む
ら
返
り
が
あ
る
。

拭
い
て
も
拭
い
て
も
汗
が
出
て

く
る
。


